
①

②

③

わかりやすく深まる授業を展開し、
基礎・基本の確実な定着と個に応じ
た指導の充実を図る。
ＩＣＴ活用で学習への主体性を高
め、考えの交流を促す。
読書活動の推進を図る。

①

②

命を大切にする教育を行い、児童
の安心・安全を確保する。
保健指導・体育指導を充実させ、
健康と運動についての生活習慣を
定着させ、身体全体の抵抗力を高
める。

①

②

心の通い合う学校づくりを推進
し、互いに認め合い、思いやりと
感謝の心を育む。
コミュニケーション能力を鍛え、
生きる力を育てる。

①

②

学校の教育活動情報を積極的に発
信し、家庭・地域の理解を得る。
家庭や地域と連携した体験活動の
充実を図り、ふるさとを愛する心
を育てる。

具
体
的
な
取
組

・

・

・

・

授業のユニバーサルデザイン化を徹
底するために校内研修を計画的に実
施し、指導力向上を図る。
効果的なＩＣＴ活用と学習履歴の活
用により、きめ細やかな指導を充実
させる。
読書活動やタブレット端末活用を推
進し、情報活用能力や言語能力の向
上を図る。
朝読書や親子読書、図書ボランティ
アの活用を通し、読書習慣の定着を
図る。

・

・

・

・

南中山スマイル宣言を活用した人
権教育を行い、多様性を認め合う
態度を養う。
保健指導、体育指導、安全指導、
食育指導を充実させ、自分の命は
自分で守るという意識を高める。
業間体育活動を充実させ、外遊び
等を推奨し、体力の向上を図る。
早寝早起き朝ご飯を奨励し、ノー
メディア週間を定期的に実施し、
健康的な生活習慣の定着を図る。

・

・

・

・

一人ひとりの可能性を引き出し、
認め合い高め合える学級づくりを
進める。
縦割り班活動の充実を図り、思い
やりと感謝の心を育み、自己有用
感を高める。
心の居場所づくりを推進し、自己
存在感を高め、いじめや不登校の
未然防止に努める。
あいさつなかよし週間をさらに充
実させ、コミュニケーション能力
を高める。

・

・
 

・

・

ホームページや各種おたよりの内
容を充実し、学校の教育活動の情
報発信を積極的に行い、保護者や
地域の理解を得る。
赤米学習等ふるさとの自然、人、
文化と触れ合う体験活動をさらに
充実させる。
「わが家のインターネット10か
条」等の取組を通し、家庭と連携
して情報モラル教育を推進する。
ＰＴＡや見守り隊と連携し、登校
指導を行う。

数
値
目
標

・
・

・

授業が分かると答える児童90%
友達の意見を聞き、自分の考えを話
せる児童90%
読書の学年目標を達成する児童90%

・
・
・

・

進んで体を動かす児童90%
規則正しい生活ができる児童85%
安全に気をつけて行動している児
童90％
食事の大切さを意識しながら食事
ができ、好き嫌いをしない児童90%

・

・
・

・

友だちの良さを見つけられる児童
90%
学校が楽しいと答える児童90%
みんなで何かをするのが楽しいと
答える児童90％
元気な挨拶ができる児童90%

・
・

進んで地域のことを学ぶ児童90%
学校の様子がわかると答える保護
者90%

【業務改善のための取り組み】

・
・
・
・

日課表を見直し、勤務時間内での業務時間を確保し、業務内容を精選する。
ＩＣＴ活用で業務の効率化を推進し、時間改善を図る。
定期的な職員室の環境整備と優先順位を意識した仕事の習慣化を図る。
毎週水曜日をノー残業デーに設定。当事者意識を高め、時間外勤務を削減する。
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教
育
目
標

知・徳・体の調和のとれた
心身ともに健康で人間性豊かな子どもを育てる
～誠実・健康・勤労の校訓に基づき～

め
ざ
す

児
童
像

             ○明るく思いやりのある子
             ○健康でたくましい子
             ○よく考え工夫する子

重
点
目
標

確かな学力 安心安全な学校 人間性豊かな集団づくり 信頼される学校

○保護者・地域の願い
・ふるさとを愛する子ども

○児童の実態
・明るく素直で真面目

研究主題
「主体的に学び合い、

伝え合う児童の育成」
～ICTを活用し、わかりやすく深まる授業づくり～


